
建国の聖地　橿原

今年は紀元（皇紀）２６７６年初代神武天皇がここで即位して２６７６年と言う事であります

（紀元２６００年昭和１５年盛大に祝賀の儀）

崩御されて２６００年の節目の年　その日にあたる４月３日は宮跡と伝わる橿原神宮で

（神武天皇二千六百年大祭）が行われた

神武天皇陵で式年祭の山稜の儀行われ天皇皇后両陛下が厳かに参拝された

神武天皇式年祭は大正５年１００年ぶり両陛下は大正天皇　貞明皇后の前例にならい拝礼

神武天皇への思いを示す[　御告文（おつげぶみ）]を読み上げられた

３日午後橿原神宮を参拝されました

約３千人の参列者が神武天皇の遺徳を偲んだ

参列者には珍しい弁当が配られました（神武天皇御東遷ゆかりのご当地巡り）と題したもので

神武天皇が日向　高千穂宮（現皇宮神社）を出て大和に入るまでの経路地の現在の名物を一堂

に集めた豪華版です

（橿原神宮）

最も重要な祭り　例祭　２月１１日建国記念の日（紀元節）

勅使のもとに祭典　全国津々浦々より２０万以上の方々が訪れ

我が国の誕生をお祝いします

（神武天皇の御生涯　絵巻物で展示）

（橿原考古学研究所）

４月２日

天皇皇后両陛下　発掘調査で出土した土器の修復作業をご見学

実演していた女性の土器片の一部が偶然はまり　皇后様が（ようございましたね）と微笑まれ

た　玄関に両陛下行幸時のお写真掲示　

（大東亜戦争慰霊碑）

散る桜　残る桜も散る桜　（特攻）

[　海道東征　]を聴く

１０月３日　ザ・シンフォニーホール

（永遠の瑞穂国　礎築いた東征）

交声曲（海道東征）昭和１５年神武天皇即位を紀元とする皇紀２６００年の奉祝曲として

誕生

日本の詩歌の歴史に連なる美しい詩を書いた北原白秋

その言葉に動かされた信時潔は西洋音楽の様式と日本伝来の旋律を織り交ぜて作曲し

劇的な音楽絵巻を作り上げた　曲は全８章オーケストラとソリスト　合唱　児童合唱の総勢約

２００人によって紡ぎ出される壮大な建国の物語


